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御代志土地区画整理事業地質調査業務委託

区委第4号

No.1 熊本県合志市一円地内 32° 52’ 59.3600”

130° 44’ 57.0490”

85.69 m

10.00 m

合志市役所 2019-07-24 ～ 2019-07-29

肥後地質調査株式会社
電話 ( 096-365-3121 )
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（盛土）コンクリート片と角礫混
入。

（黒ぼく）均質な砂混じりシルトを
主体とする。含水量が少なくやや
固い。

（赤ぼく）粘土混じりシルトを主体と
した均質な粘性土からなる。
均質で含水量がやや少なく固い。
強い指圧でへこみ、こねるとべたつ
く。最下部にφ5～8mmの細礫を
混入する。

（段丘堆積物）
全体的にφ5～15mmの亜円～亜
角礫を多く混入した砂質土からな
る。
粒度分布の良好な細砂～粗砂か
らなり、礫分を25～35％混入す
る。
7.6m付近からやや凝灰質となりこ
ねるとべたつく。
含水量は少なく、孔底まで水位は
ない。
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